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蓼奥礎を有づべきものなりミの解繹をなすものあるに於ては、叙上の如き製綜

企業青の恩恵的謝養獄家政策は夏に一一般の鎚展を來さざるべからざるものある

ぺし。

　産業組合製紳霊地方是製糸株式會肚（一噛矩地域内の養獄壕を株主Sなせる製

糸株式曾測：）言は、暴現題米だ手辰はす、其経醤困難なる謝ll紗からざるものあり

S難も將來盆々其勢を累加すぺき製綜工業針原ll圭1繭周題に謝し、根本的解決を

與ふる所のものたるべし。

　而しで産業組合製糸が・眞によk製糸経螢に於て優良なる威績を暴けんSせ

ば産業維合の性質霊は荊奪疎隔するSころあらんも、夏に組合それ自身に於て企

業化せざるべからざるものあり・然らば蜘ち前述せる地方是製糸株式曾胱も亦

眞性なる賢本會艇：に非さるもの、即ち慶態株式曾肚なるが故に、爾者の差異ば

實際上殆さ之を認め得ざるものたるに至るべし、喉前費は産業組合法によりて

律せられ、後者が曾配法によりて制せらるsの異あるに過ぎざるべし。

　思ふに製糸工業形態亦將に時に磨じて、夏に蓬化S褒展霊をなさざるバから

ざるものあるべきなり。

竃児の圏環運動、

田　附　由　治鄭

　　　　　　　　　　　　1，序　　　　言　　　　　　　　　　’

動物が・濁嚇判謎場合糊す圏環翻なるものは・繍欄動物に

存する、所謂正規的不相穂に麟するこ霊が出來る。

　グルトA“ルビ氏は、犬、家蒐に就い‘で、運動の方向を定むべき惑蝿器宮たる

眼耳を覆ひ、静李なる承而を灘泳せしめた所其の泳路は一大圏を描いた、叉限

耳の作用を慶しナニ鳥類を蝿風の察中をi翔らしめた時も亦同様な事實を認めた、
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氷原に於て、風雪に際會せる馬、氷原に狩らる纂狐の跨跡には律々圏環歌をな

す事を報告してゐる、人も亦蓮動調笛0）感能をグミひたる揚合には、圏環蓮動を

なすの纂實を認めてゐる。

　　　　　　　　　　　2．膿鍛の圏環運動

　獄は食欲超れば桑を索めて動きb諸種0）趨移性を有づる事は多く0）學脅、實

臓i家によつて明にされてゐるカ㍉圏環蓮動に就いては、牙ξだ其の報告あるを聞

かない、私は昨大正十三年プL月廿日、當校病遡室に於て、．1二籏前の膿獄か、コ

ンクリート土間を桐旬する0）を見るSこれが圏題をなすのを認めた、爾當校獄

室にて旗の二ニヨ，1後上籏叢の一細二於て、一騰灘な1窃環燃蓮動の踪跡を齪

ナこ、即ち膿獄の漏す湾亨トが黒憂し淡墨σ）一一筆諜の如き親を呈して居た、破つて

それを描爲してこSに記載ゆる。

　一般に獄が膿病に罹る時は、購苦の爲にtl・1墾狂燥霊なり運動調節の感能を失

し、多くは獄座の周縁に蜀ひ出で、叉棚下に落下するものである調勿諭此の揚

合には超趨移性、超食欲性にして、ここに1窃1環蓬動を現すに至る。（6・61192の

第一［翻慧の圏環蓮動　（÷）
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ゼ
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第二圏鷲・）1獺測（15）
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第三匿鷹釧雀隈翻（÷1


